
Title シンポジウム報告に対するコメント

Author(s) 後藤, 一寿

Citation フロンティア農業経済研究, 20(1), 52-57

Issue Date 2017-02-28

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/67534

Type other

File Information 20-1-goto_8_52.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



− 52 −

〔フロンティア農業経済研究　第20巻第1号　2017.2〕

シンポジウム報告に対するコメント

Ⅰ　はじめに

　農研機構中央農業総合研究センターの後藤と申
します。どうぞよろしくお願いいたします。
　私は、農商工連携とか６次産業化の付加価値戦
略について、特に、ほかの地域の事例、あるい
は、これまで私がやってきたこととの対比の中で
コメントをいただきたいというご要望をいただき
ましたので、その流れに沿ってお話をしたいと思
います。
　実は、私は、４月に中央農業総合研究センター
に異動したのですけれども、３月まで九州沖縄農
業研究センターにおりました。ここで10年間、研
究をしてきたわけですけれども、研究をする傍
ら、新品種の普及と産業化というところでかなり
実践的な活動をしてきております。そういった内
容について、事例を踏まえてご紹介させていただ
きながら、最後に実践を踏まえて見えてきたいろ
いろな課題について、議論の材料としてご提供し
ていきたいと思います。

Ⅱ　６次産業化・農商工連携の今日的定義

　最初に、ここでも議論しなければいけないと思
うのですが、６次産業化あるいは農商工連携の定
義が今どのようになってきているのかということ
について簡単にご説明いたします。農商工連携
は、わかりやすく言いますと農業と中小企業支援
施策の中で生まれた用語であります。地域の農林
漁業者の皆さんと中小企業者の皆さんがお互いの

強みを活かしながら、双方に利益が上がる関係を
つくっていきましょうということで、特に中小企
業支援、それから農林漁業者支援ということで創
設された制度の一つであります。しばらく、農商
工連携というキーワードの中で施策が進められて
いたのですけれども、その後、６次産業化という
用語が使われるようになりました。この概念自体
は大して新しいものではなくて、農業生産を担う
１次産業の皆さんが農産物加工を担う２次産業に
進出して、さらに、販売あるいは観光事業を展開
することで農林水産業自体の総付加価値化を高め
ていきましょうという活動です。極めてシンプル
な考え方で進められているものなのですが、この
６次産業化という流れが最近は大きく変わってき
ております。今年のフードシステム学会の中で農
林水産省の桜庭審議官が出されたスライドをお借
りしました。従来のいわゆる１次、２次、３次の
６次産業化を超えて、現在では、例えば各役所や
市場を巻き込んだ医療分野への進出、あるいはエ
ネルギー需要を見越したエネルギー生産への進出
ですとか、建築、介護、福祉、観光、教育という
ふうに、あらゆる産業に対して、農業を起点とし
て事業展開をしていきましょうという流れになっ
てきております。このように多角的な展開をする
ことで農業を起点とする総付加価値を高めていこ
うという流れになってきているということで、従
来の農商工連携の枠組み、あるいは、６次産業化
の考え方を取り込みながら、さらに大きな市場を
つくっていこうというのが今の政策の流れです。
　こういった考え方を整理させていただいた上
で、具体的にこれまでやってきた事例を二つご紹

介いたします。一つは紫サツマイモでの展開、も
う一つは黒大豆での展開です。

Ⅲ　議論の参考のための事例１．紫サツマ
イモの展開

　最初に、紫サツマイモでの展開ですが、私ども
農研機構としましては、このような新規の作物、
つまり、新品種を開発するということが一つの大
きなミッションです。この紫サツマイモは日本で
初めて育成された品種でして、平成７年の登録に
なります。
　その後、研究者があらゆる角度からこの紫サツ
マイモを研究対象としました。一つは、色素成
分、アントシアニンと言うポリフェノールなので
すが。この成分がどういう構造をしているのか、
どういう健康効果があるのかといったようなこと
を食品科学者の視点から解析をしております。一
つは、肝機能の改善効果ということで、γGTP
の値をヒト臨床試験の中で出した結果です。それ
から、血液の流動性改善、血圧上昇を抑える効
果、いわゆる最近はやりのトクホで言われるよう
な効果を早い段階から検証を進めているというと
ころであります。
　このような検証を踏まえまして、次に、加工技
術の開発に進んでまいりました。これは、６次産
業化の中では、いわゆる生産者が自ら加工するこ
とを想定して展開しているものですが、例えば、
生の芋であれば焼酎の原料になりますし、お菓子
類ですね、紅芋のチップスみたいなものがありま
す。搾汁してジュースをつくると野菜ジュースの
原料になりますし、ペースト、ダイスカットにす
るとお菓子、その他の製品の原料になります。一
番大きな市場として、色素成分を抽出して、それ
を製品化することで着色料やサプリメントの市場
が生まれています。そのように、新しい産業が生

まれてきております。
　その中で生まれた二つのヒット商品がありまし
て、一つは芋焼酎の赤霧島という焼酎です。もう
一つは、紫サツマイモを原料にするヤクルト本社
のヤクルトアヤムラサキという野菜ジュースで
す。このような新しい製品が出てきたことにより
まして、例えば、野菜ジュース市場の中で、多く
の製品にこの紫サツマイモを原料とするジュース
が配合されるようになってまいりました。
　それから、赤霧島という焼酎が爆発的なヒット
をしたものですから、鹿児島、宮崎を中心とする
中小の酒蔵の皆さんが一斉に紫サツマイモを原料
にする焼酎をつくるようになりました。つまり、
原料産地では、原料の値崩れを起こすことなく、
むしろ高い値段で原料取引がされる状況が生まれ
ました。そのほかに、先ほどのペーストの技術
や、現地での１次加工の技術を使って、あらゆる
製菓メーカーさんなどが製品をつくるようになり
ました。最近出たものは、昨年度の期間限定製品
ですが、ハーゲンダッツの紫サツマイモアイスク
リームが全国販売されています。そのほか、ジャ
ム、ドレッシングといったように、大手メーカー
さんが今盛んにこういった素材を使ってくださっ
ているという状況が生まれているところです。
　第１図は、紫サツマイモの成果をまとめたもの
ですが、私ども試験場研究機関は、まずは新品種

をつくり出し、それに関連するさまざまなエビデ
ンスを科学的な成果として集めることをしており
ます。そして、これらの成果を大学との連携の中
で出すと同時に、民間の企業の皆さんに提供しま
す。さらに、農家の皆さんに提供し、１次加工事
業者にも提供しますが、このような連携体をつく
ることによって地域全体の経済を大きくしてい
く、そんな取り組みをしてきたところです。
　特に、１次・２次加工事業所の皆さんの役割は
極めて重要でして、これは、いずれも産地に工場
を設置しております。産地に工場を設置している
ということは、例えば、ビートの工場をこの地域
に置いている、デンプン工場をこの地域に置いて
いるのと同じような状態ではあるのですが、生み
出す製品自体の付加価値を素材から変えて高めて
いるところにポイントがあります。そして、これ
らを製造メーカーに提供することで、さまざまな
製品展開をされて地域全体の経済を大きくしてい
るという状況です。

Ⅳ　議論の参考のための事例２．黒大豆
クロダマルの展開

　次に、黒大豆、クロダマルの事例について紹介
をいたします。これまで、九州地域に黒大豆の産
地あるいは黒大豆のブランド新品種は一切ありま
せんでした。私がこれを手がけるようになったの
は平成18年ですが、平成19年にクロダマルという
品種が登録されまして、九州地域での作付を始め
た状況になります。この大豆の特徴は、親に新丹
波黒という有名ブランドを持っておりまして、非
常に大粒になるということと甘みが強い、それか
ら、アントシアニンの含量が高いといった特徴を
持つ新品種です。もう一つ、成分の効果の高さと
いったものも品種を普及させる前にエビデンスと
して私どもは集めておりました。これらの研究成

果をまとめ、効果的に農家の皆さんに普及させる
方法を考えることとなりました。第２図に現場の
抱える悩みを整理しました（後藤［１］）。
　よく新品種を農家の皆さんにご紹介をしても、
「そんな誰が買うかわからんものを私たちはつく
りません」と、幾らになるかわからんものをつく
りたくないということで、皆さんは余り作付をし
てくださる状況にはありませんでした。第２図に
示すように、生産者の皆さんは、新品種の作付け
は不安ということですね。実需メーカーの皆さん
に話をいろいろ聞きますと、どんな品種があるの
かそもそも知らないので、もっと教えてほしい、
あるいは、生産者と直接取引ができるならもっと
紹介してほしいといったご要望を私どもは受けて
まいりました。そこで、この品種を九州地域に初
めて普及させるに当たって、まずはメーカーの皆
さんを口説こうという行動をとりました。メー
カーの皆さんに、こういうデータがある、裏付け
のある新品種をつくりましたので、実際に使って
みませんかという話をして、農家のところにメー
カーの社長と一緒に出向きまして、この社長が買
うと言っているから作付をしてみませんかといっ
た作戦をとってみました。この行動、行為自体は
結構画期的だと言われたのですが、当時、僕は
入って３年目ぐらいでしたので、できたのかもし
れません。

　そのような形で関係者を集めて最初にコンソー
シアムをつくりながら、チームをつくりながら展
開をしていこうという動きを行いました。例え
ば、現地での打ち合わせ会議では、生産者がい
て、行政の人がいて、会社の社長がいて、農協も
入っています。そのように関係者が一堂に集まっ
て、作付の前と作付の途中と作付が終わった後、
あるいは、開発された製品を見ながらといったよ
うに、いろいろな場面で話し合いを重ねていま
す。実際に作付をどんどんふやしていきました。
これが最新のデータですが、やはり、点ではなく
て面で攻めないといけないという考えの中から、
大分、福岡、佐賀、熊本全体で産地を大きくして
いるところです。
　ここで幾つか受賞の成果の紹介をします。最初
に熊本県の大手の納豆メーカーが経済産業省の村
おこし特産品コンテストでグランプリを受賞しま
した。生産者、製造メーカーの社長、加工メー
カーの社長、九州沖縄農業研究センターの当時所
長、今の農研機構理事長と私、および関係者が一
堂に集まって熊本県知事に喜びの報告に行くこと
ができました。その後、クロダマルの産地化の取
り組みが評価されフード・アクション・ニッポ
ン・アワードを受賞いたしました。
　やはり、こういった新品種、新素材をブランド
化していくときには、販売をしてくださるところ
があるかどうかが大きなポイントになってきま
す。地域でしっかりいいもの使って製品力の高い
ものをつくっていきますと、大手の流通がすぐ目
をつけて話しに来てくださいます。
　それから、これは大分県の老舗のお菓子メー
カーがつくった黒豆淡ようかんという製品です
が、これも全国販売をしておりまして、必ず夏に
コンビニエンスストアチェーンのお中元カタログ
に掲載されるようになりました。また、今放送さ
れている、NHK大河ドラマの黒田官兵衛にちな
んで、「黒田丸官兵衛」というお菓子がつくられ

ています。これがまた非常にヒットしているとい
うことで、いろいろなチームをつくりながら、こ
ういった製品を展開している状況です。
　第３図にクロダマルの普及実績をお示ししま
す。私ども研究機関、試験場としては地域に全く
なかった新しい価値を持つ新品種クロダマルを開
発いたしました。さらに、こういった品種があり
ますよということだけではなくて、それを裏づけ
る成分です。これは機能性成分ですし、これは味
分析成分結果です。このようなデータをもとに、
民間企業の皆さんにあらゆる情報を提供していま
す。さらに、生産農家の皆さんとはチームをつく
りながら生産指導に入っています。１次・２次加
工業者の皆さんがいて、このメンバー、チーム全
体で利益を上げていこうという関係を何とかつく
りました。私は、これを論文にまとめまして、共
創的連携というキーワードをそこで導入して、と
もに価値をつくるのだということで皆さんにお話
をしております（後藤［２］）。
　そういった形が継続的に続くようにということ
でプラットフォームという概念を導入いたしまし
た。これは、同じ場の中で協議をしながら利益を
高めていきましょう、高度化していきましょうと
いう考え方でつくったものですが、このようなプ
ラットフォーム組織を黒大豆とサツマイモと、
今、赤身肉というものをやっているのですが、そ

ういったもので幾つか仕掛けているところです。
プラットフォームには、研究者、行政、企業、大
学の皆さんが参加し、それぞれ意見を出し合いな
がら活動しています。
　共創的なビジネスモデルをつくる、みんなで力
を合わせて九州に黒大豆ブランド産地を作ったと
いうことで、黒大豆というものが全くなかった地
域に新しいブランドと商品と産地をつくっていく
取り組みをしてきたところです。

Ⅴ　事例から見えてきた成功のポイント
と課題～シンポジウムの論点～

　このような活動の中から見えてきたポイント、
これらが成功したポイントは何なのか整理しまし
た。
　一つは新品種や新技術ですね。これをきちんと
活用してくださっています。研究成果もそれを活
かす形で活用されていることがポイントです（後
藤・坂井［３］）。
　それから、役割分担とチーム力の発揮です。特
定の個人の農家さんが自分のところで全部やろう
とすると、抱え込むようになってしまうのです。
そうすると、なかなか周りの人に情報が行かなく
なります。そうではなくてみんなでやりましょう
よと、チーム力で何とかしようということに取り
組みました。ですので、最初は個別経営の取り組
みからスタートするのですけれども、地域全体へ
の取り組みへと発展をしていく、この流れがこの
二つの新品種の中では見えた活動成果です。こう
いったことをやっていく中で、課題も見えてきま
した。これが本シンポジウムの論点になるかと
思って、三つ挙げさせていただいています。
　一つは、異業種のノウハウをどのようにして獲
得していくのかです。やはり、６次産業化、農商
工連携といいましても、農家の皆さんが一番強い
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のは農業生産です。それに対する技術は高いもの
を持っています。しかしながら、加工技術は一か
ら勉強しなければいけない。販売に関しては一か
ら人脈をつくっていかなければいけないというこ
とで、なかなか弱い部分があります。ですので、
異業種の皆さんの既に蓄積されたノウハウをどれ
だけ取り込めるか、使っていけるかがポイントで
す。そのためにはプロの力を借りるということで
す。やはり、プロはプロでそれぞれいるので、そ
ういう人の力をかりましょう。餅屋は餅屋と書い
ています。こういったものが、例えばパッケージ
のデザインだとか販売力、そういった人脈のネッ
トワークを何とか活用していこうということで
す。製造に関しては、委託もいいのではないかと
思います。これが一番重要ですけれども、そうは
いっても、農業生産の立場で農業者がどれだけそ
こでイニシアチブを発揮できるかです。全体をコ
ントロールするのは、原料を生産する農業者で
す。農業者の視点から全体をコントロールして、
きちんと利益が自分のところに回るように、そし
て誰も損をしないようにという考え方で進めてい
くといいかなと思います。
　もう一点は、海外マーケットを狙うにはどうし
たらいいのかということです。先ほど紹介した紫
サツマイモは、アメリカとヨーロッパに素材とし
て輸出しようという動きを数年前から研究して
やっています（井上・後藤［４］）。素材として
売っていくということは、日本国内にどけだけ外
貨を稼ぐかということなのですが、そういった活
動の中で見えたことの一つが規格認証制度です。
海外でその国に物を入れるためにはこのルールを
クリアしてくださいという認証制度が幾つかあり
ます。一つがGAP認証、それから、食品規制の
対応です。ヨーロッパはノーベルルーズ規制とい
うのがあります。アメリカはグラース規制という
のがあります。これは、新規の食品で、その国に
入れてもいいかどうかという審査ですけれども、

こういったものをクリアすることがポイントで
す。もう一つは、味や品質に関する賞をとってい
くと、それが一つのブランド力になります。モン
ドセレクションなどがよくありますが、何らかの
賞とって、それをエンブレムにして海外に展開を
していくのがポイントかと思います。それから、
これが最近は一番重要だと思っているのですが、
輸出しようと思うのであれば、輸出対象国、自分
が売りたいとする国の消費者の味覚や文化的な背
景あるいは嗜好をきちっと調査をしておかなけれ
ばいけない、そんなふうに考えています。
　３点目は、九州でも問題になっておりますが、
労働力や人材をどう確保していくのかということ
です。やはり、地域の中で、紫サツマイモにして
も黒大豆にしても生産量がふえてきて、それに対
応できる工場をつくっていこうとしますと、工場
の中での労働力の確保がとても難しくなってきて
います。
　その前に原料生産部門の労働力ですね。生産農
家もきちんと労働力が必要ですが、加工工場の労
働力を確保するのが難しくなっています。
　例えば、コンビニエンスストアの弁当工場など
では、そこで働いている方の大半は今ベトナムか
らの方になっています。やはり、日本人でそう
いった工場で働いてくださる方を見つけるのが大
変だと言っています。そういう中で農業者が設立
した工場に労働力を安定的に確保するのはさらに
至難の技ではないかということで、大きな問題に
なってきています。それから、季節的な変動があ
るということです。夏には工場がフル稼働するけ
れども、冬は工場が回らないといった状況がある
中で、労働力の確保はやはり問題になってくるか
と思います。それから、食品加工専門の技術ス
タッフ、企画・営業専門のスタッフなど専門に特
化した人材をどけだけ確保していくかということ
も重要なポイントかと思います。
　以上、３点、論点としてご提示をさせていただ

きました。
　私のコメントは以上です。ありがとうございま
した。
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Ⅰ　はじめに

　農研機構中央農業総合研究センターの後藤と申
します。どうぞよろしくお願いいたします。
　私は、農商工連携とか６次産業化の付加価値戦
略について、特に、ほかの地域の事例、あるい
は、これまで私がやってきたこととの対比の中で
コメントをいただきたいというご要望をいただき
ましたので、その流れに沿ってお話をしたいと思
います。
　実は、私は、４月に中央農業総合研究センター
に異動したのですけれども、３月まで九州沖縄農
業研究センターにおりました。ここで10年間、研
究をしてきたわけですけれども、研究をする傍
ら、新品種の普及と産業化というところでかなり
実践的な活動をしてきております。そういった内
容について、事例を踏まえてご紹介させていただ
きながら、最後に実践を踏まえて見えてきたいろ
いろな課題について、議論の材料としてご提供し
ていきたいと思います。

Ⅱ　６次産業化・農商工連携の今日的定義

　最初に、ここでも議論しなければいけないと思
うのですが、６次産業化あるいは農商工連携の定
義が今どのようになってきているのかということ
について簡単にご説明いたします。農商工連携
は、わかりやすく言いますと農業と中小企業支援
施策の中で生まれた用語であります。地域の農林
漁業者の皆さんと中小企業者の皆さんがお互いの

強みを活かしながら、双方に利益が上がる関係を
つくっていきましょうということで、特に中小企
業支援、それから農林漁業者支援ということで創
設された制度の一つであります。しばらく、農商
工連携というキーワードの中で施策が進められて
いたのですけれども、その後、６次産業化という
用語が使われるようになりました。この概念自体
は大して新しいものではなくて、農業生産を担う
１次産業の皆さんが農産物加工を担う２次産業に
進出して、さらに、販売あるいは観光事業を展開
することで農林水産業自体の総付加価値化を高め
ていきましょうという活動です。極めてシンプル
な考え方で進められているものなのですが、この
６次産業化という流れが最近は大きく変わってき
ております。今年のフードシステム学会の中で農
林水産省の桜庭審議官が出されたスライドをお借
りしました。従来のいわゆる１次、２次、３次の
６次産業化を超えて、現在では、例えば各役所や
市場を巻き込んだ医療分野への進出、あるいはエ
ネルギー需要を見越したエネルギー生産への進出
ですとか、建築、介護、福祉、観光、教育という
ふうに、あらゆる産業に対して、農業を起点とし
て事業展開をしていきましょうという流れになっ
てきております。このように多角的な展開をする
ことで農業を起点とする総付加価値を高めていこ
うという流れになってきているということで、従
来の農商工連携の枠組み、あるいは、６次産業化
の考え方を取り込みながら、さらに大きな市場を
つくっていこうというのが今の政策の流れです。
　こういった考え方を整理させていただいた上
で、具体的にこれまでやってきた事例を二つご紹

介いたします。一つは紫サツマイモでの展開、も
う一つは黒大豆での展開です。

Ⅲ　議論の参考のための事例１．紫サツマ
イモの展開

　最初に、紫サツマイモでの展開ですが、私ども
農研機構としましては、このような新規の作物、
つまり、新品種を開発するということが一つの大
きなミッションです。この紫サツマイモは日本で
初めて育成された品種でして、平成７年の登録に
なります。
　その後、研究者があらゆる角度からこの紫サツ
マイモを研究対象としました。一つは、色素成
分、アントシアニンと言うポリフェノールなので
すが。この成分がどういう構造をしているのか、
どういう健康効果があるのかといったようなこと
を食品科学者の視点から解析をしております。一
つは、肝機能の改善効果ということで、γGTP
の値をヒト臨床試験の中で出した結果です。それ
から、血液の流動性改善、血圧上昇を抑える効
果、いわゆる最近はやりのトクホで言われるよう
な効果を早い段階から検証を進めているというと
ころであります。
　このような検証を踏まえまして、次に、加工技
術の開発に進んでまいりました。これは、６次産
業化の中では、いわゆる生産者が自ら加工するこ
とを想定して展開しているものですが、例えば、
生の芋であれば焼酎の原料になりますし、お菓子
類ですね、紅芋のチップスみたいなものがありま
す。搾汁してジュースをつくると野菜ジュースの
原料になりますし、ペースト、ダイスカットにす
るとお菓子、その他の製品の原料になります。一
番大きな市場として、色素成分を抽出して、それ
を製品化することで着色料やサプリメントの市場
が生まれています。そのように、新しい産業が生

まれてきております。
　その中で生まれた二つのヒット商品がありまし
て、一つは芋焼酎の赤霧島という焼酎です。もう
一つは、紫サツマイモを原料にするヤクルト本社
のヤクルトアヤムラサキという野菜ジュースで
す。このような新しい製品が出てきたことにより
まして、例えば、野菜ジュース市場の中で、多く
の製品にこの紫サツマイモを原料とするジュース
が配合されるようになってまいりました。
　それから、赤霧島という焼酎が爆発的なヒット
をしたものですから、鹿児島、宮崎を中心とする
中小の酒蔵の皆さんが一斉に紫サツマイモを原料
にする焼酎をつくるようになりました。つまり、
原料産地では、原料の値崩れを起こすことなく、
むしろ高い値段で原料取引がされる状況が生まれ
ました。そのほかに、先ほどのペーストの技術
や、現地での１次加工の技術を使って、あらゆる
製菓メーカーさんなどが製品をつくるようになり
ました。最近出たものは、昨年度の期間限定製品
ですが、ハーゲンダッツの紫サツマイモアイスク
リームが全国販売されています。そのほか、ジャ
ム、ドレッシングといったように、大手メーカー
さんが今盛んにこういった素材を使ってくださっ
ているという状況が生まれているところです。
　第１図は、紫サツマイモの成果をまとめたもの
ですが、私ども試験場研究機関は、まずは新品種

をつくり出し、それに関連するさまざまなエビデ
ンスを科学的な成果として集めることをしており
ます。そして、これらの成果を大学との連携の中
で出すと同時に、民間の企業の皆さんに提供しま
す。さらに、農家の皆さんに提供し、１次加工事
業者にも提供しますが、このような連携体をつく
ることによって地域全体の経済を大きくしてい
く、そんな取り組みをしてきたところです。
　特に、１次・２次加工事業所の皆さんの役割は
極めて重要でして、これは、いずれも産地に工場
を設置しております。産地に工場を設置している
ということは、例えば、ビートの工場をこの地域
に置いている、デンプン工場をこの地域に置いて
いるのと同じような状態ではあるのですが、生み
出す製品自体の付加価値を素材から変えて高めて
いるところにポイントがあります。そして、これ
らを製造メーカーに提供することで、さまざまな
製品展開をされて地域全体の経済を大きくしてい
るという状況です。

Ⅳ　議論の参考のための事例２．黒大豆
クロダマルの展開

　次に、黒大豆、クロダマルの事例について紹介
をいたします。これまで、九州地域に黒大豆の産
地あるいは黒大豆のブランド新品種は一切ありま
せんでした。私がこれを手がけるようになったの
は平成18年ですが、平成19年にクロダマルという
品種が登録されまして、九州地域での作付を始め
た状況になります。この大豆の特徴は、親に新丹
波黒という有名ブランドを持っておりまして、非
常に大粒になるということと甘みが強い、それか
ら、アントシアニンの含量が高いといった特徴を
持つ新品種です。もう一つ、成分の効果の高さと
いったものも品種を普及させる前にエビデンスと
して私どもは集めておりました。これらの研究成

果をまとめ、効果的に農家の皆さんに普及させる
方法を考えることとなりました。第２図に現場の
抱える悩みを整理しました（後藤［１］）。
　よく新品種を農家の皆さんにご紹介をしても、
「そんな誰が買うかわからんものを私たちはつく
りません」と、幾らになるかわからんものをつく
りたくないということで、皆さんは余り作付をし
てくださる状況にはありませんでした。第２図に
示すように、生産者の皆さんは、新品種の作付け
は不安ということですね。実需メーカーの皆さん
に話をいろいろ聞きますと、どんな品種があるの
かそもそも知らないので、もっと教えてほしい、
あるいは、生産者と直接取引ができるならもっと
紹介してほしいといったご要望を私どもは受けて
まいりました。そこで、この品種を九州地域に初
めて普及させるに当たって、まずはメーカーの皆
さんを口説こうという行動をとりました。メー
カーの皆さんに、こういうデータがある、裏付け
のある新品種をつくりましたので、実際に使って
みませんかという話をして、農家のところにメー
カーの社長と一緒に出向きまして、この社長が買
うと言っているから作付をしてみませんかといっ
た作戦をとってみました。この行動、行為自体は
結構画期的だと言われたのですが、当時、僕は
入って３年目ぐらいでしたので、できたのかもし
れません。

　そのような形で関係者を集めて最初にコンソー
シアムをつくりながら、チームをつくりながら展
開をしていこうという動きを行いました。例え
ば、現地での打ち合わせ会議では、生産者がい
て、行政の人がいて、会社の社長がいて、農協も
入っています。そのように関係者が一堂に集まっ
て、作付の前と作付の途中と作付が終わった後、
あるいは、開発された製品を見ながらといったよ
うに、いろいろな場面で話し合いを重ねていま
す。実際に作付をどんどんふやしていきました。
これが最新のデータですが、やはり、点ではなく
て面で攻めないといけないという考えの中から、
大分、福岡、佐賀、熊本全体で産地を大きくして
いるところです。
　ここで幾つか受賞の成果の紹介をします。最初
に熊本県の大手の納豆メーカーが経済産業省の村
おこし特産品コンテストでグランプリを受賞しま
した。生産者、製造メーカーの社長、加工メー
カーの社長、九州沖縄農業研究センターの当時所
長、今の農研機構理事長と私、および関係者が一
堂に集まって熊本県知事に喜びの報告に行くこと
ができました。その後、クロダマルの産地化の取
り組みが評価されフード・アクション・ニッポ
ン・アワードを受賞いたしました。
　やはり、こういった新品種、新素材をブランド
化していくときには、販売をしてくださるところ
があるかどうかが大きなポイントになってきま
す。地域でしっかりいいもの使って製品力の高い
ものをつくっていきますと、大手の流通がすぐ目
をつけて話しに来てくださいます。
　それから、これは大分県の老舗のお菓子メー
カーがつくった黒豆淡ようかんという製品です
が、これも全国販売をしておりまして、必ず夏に
コンビニエンスストアチェーンのお中元カタログ
に掲載されるようになりました。また、今放送さ
れている、NHK大河ドラマの黒田官兵衛にちな
んで、「黒田丸官兵衛」というお菓子がつくられ

ています。これがまた非常にヒットしているとい
うことで、いろいろなチームをつくりながら、こ
ういった製品を展開している状況です。
　第３図にクロダマルの普及実績をお示ししま
す。私ども研究機関、試験場としては地域に全く
なかった新しい価値を持つ新品種クロダマルを開
発いたしました。さらに、こういった品種があり
ますよということだけではなくて、それを裏づけ
る成分です。これは機能性成分ですし、これは味
分析成分結果です。このようなデータをもとに、
民間企業の皆さんにあらゆる情報を提供していま
す。さらに、生産農家の皆さんとはチームをつく
りながら生産指導に入っています。１次・２次加
工業者の皆さんがいて、このメンバー、チーム全
体で利益を上げていこうという関係を何とかつく
りました。私は、これを論文にまとめまして、共
創的連携というキーワードをそこで導入して、と
もに価値をつくるのだということで皆さんにお話
をしております（後藤［２］）。
　そういった形が継続的に続くようにということ
でプラットフォームという概念を導入いたしまし
た。これは、同じ場の中で協議をしながら利益を
高めていきましょう、高度化していきましょうと
いう考え方でつくったものですが、このようなプ
ラットフォーム組織を黒大豆とサツマイモと、
今、赤身肉というものをやっているのですが、そ

ういったもので幾つか仕掛けているところです。
プラットフォームには、研究者、行政、企業、大
学の皆さんが参加し、それぞれ意見を出し合いな
がら活動しています。
　共創的なビジネスモデルをつくる、みんなで力
を合わせて九州に黒大豆ブランド産地を作ったと
いうことで、黒大豆というものが全くなかった地
域に新しいブランドと商品と産地をつくっていく
取り組みをしてきたところです。

Ⅴ　事例から見えてきた成功のポイント
と課題～シンポジウムの論点～

　このような活動の中から見えてきたポイント、
これらが成功したポイントは何なのか整理しまし
た。
　一つは新品種や新技術ですね。これをきちんと
活用してくださっています。研究成果もそれを活
かす形で活用されていることがポイントです（後
藤・坂井［３］）。
　それから、役割分担とチーム力の発揮です。特
定の個人の農家さんが自分のところで全部やろう
とすると、抱え込むようになってしまうのです。
そうすると、なかなか周りの人に情報が行かなく
なります。そうではなくてみんなでやりましょう
よと、チーム力で何とかしようということに取り
組みました。ですので、最初は個別経営の取り組
みからスタートするのですけれども、地域全体へ
の取り組みへと発展をしていく、この流れがこの
二つの新品種の中では見えた活動成果です。こう
いったことをやっていく中で、課題も見えてきま
した。これが本シンポジウムの論点になるかと
思って、三つ挙げさせていただいています。
　一つは、異業種のノウハウをどのようにして獲
得していくのかです。やはり、６次産業化、農商
工連携といいましても、農家の皆さんが一番強い

のは農業生産です。それに対する技術は高いもの
を持っています。しかしながら、加工技術は一か
ら勉強しなければいけない。販売に関しては一か
ら人脈をつくっていかなければいけないというこ
とで、なかなか弱い部分があります。ですので、
異業種の皆さんの既に蓄積されたノウハウをどれ
だけ取り込めるか、使っていけるかがポイントで
す。そのためにはプロの力を借りるということで
す。やはり、プロはプロでそれぞれいるので、そ
ういう人の力をかりましょう。餅屋は餅屋と書い
ています。こういったものが、例えばパッケージ
のデザインだとか販売力、そういった人脈のネッ
トワークを何とか活用していこうということで
す。製造に関しては、委託もいいのではないかと
思います。これが一番重要ですけれども、そうは
いっても、農業生産の立場で農業者がどれだけそ
こでイニシアチブを発揮できるかです。全体をコ
ントロールするのは、原料を生産する農業者で
す。農業者の視点から全体をコントロールして、
きちんと利益が自分のところに回るように、そし
て誰も損をしないようにという考え方で進めてい
くといいかなと思います。
　もう一点は、海外マーケットを狙うにはどうし
たらいいのかということです。先ほど紹介した紫
サツマイモは、アメリカとヨーロッパに素材とし
て輸出しようという動きを数年前から研究して
やっています（井上・後藤［４］）。素材として
売っていくということは、日本国内にどけだけ外
貨を稼ぐかということなのですが、そういった活
動の中で見えたことの一つが規格認証制度です。
海外でその国に物を入れるためにはこのルールを
クリアしてくださいという認証制度が幾つかあり
ます。一つがGAP認証、それから、食品規制の
対応です。ヨーロッパはノーベルルーズ規制とい
うのがあります。アメリカはグラース規制という
のがあります。これは、新規の食品で、その国に
入れてもいいかどうかという審査ですけれども、

こういったものをクリアすることがポイントで
す。もう一つは、味や品質に関する賞をとってい
くと、それが一つのブランド力になります。モン
ドセレクションなどがよくありますが、何らかの
賞とって、それをエンブレムにして海外に展開を
していくのがポイントかと思います。それから、
これが最近は一番重要だと思っているのですが、
輸出しようと思うのであれば、輸出対象国、自分
が売りたいとする国の消費者の味覚や文化的な背
景あるいは嗜好をきちっと調査をしておかなけれ
ばいけない、そんなふうに考えています。
　３点目は、九州でも問題になっておりますが、
労働力や人材をどう確保していくのかということ
です。やはり、地域の中で、紫サツマイモにして
も黒大豆にしても生産量がふえてきて、それに対
応できる工場をつくっていこうとしますと、工場
の中での労働力の確保がとても難しくなってきて
います。
　その前に原料生産部門の労働力ですね。生産農
家もきちんと労働力が必要ですが、加工工場の労
働力を確保するのが難しくなっています。
　例えば、コンビニエンスストアの弁当工場など
では、そこで働いている方の大半は今ベトナムか
らの方になっています。やはり、日本人でそう
いった工場で働いてくださる方を見つけるのが大
変だと言っています。そういう中で農業者が設立
した工場に労働力を安定的に確保するのはさらに
至難の技ではないかということで、大きな問題に
なってきています。それから、季節的な変動があ
るということです。夏には工場がフル稼働するけ
れども、冬は工場が回らないといった状況がある
中で、労働力の確保はやはり問題になってくるか
と思います。それから、食品加工専門の技術ス
タッフ、企画・営業専門のスタッフなど専門に特
化した人材をどけだけ確保していくかということ
も重要なポイントかと思います。
　以上、３点、論点としてご提示をさせていただ

きました。
　私のコメントは以上です。ありがとうございま
した。
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第１図　紫サツマイモの展開



Ⅰ　はじめに

　農研機構中央農業総合研究センターの後藤と申
します。どうぞよろしくお願いいたします。
　私は、農商工連携とか６次産業化の付加価値戦
略について、特に、ほかの地域の事例、あるい
は、これまで私がやってきたこととの対比の中で
コメントをいただきたいというご要望をいただき
ましたので、その流れに沿ってお話をしたいと思
います。
　実は、私は、４月に中央農業総合研究センター
に異動したのですけれども、３月まで九州沖縄農
業研究センターにおりました。ここで10年間、研
究をしてきたわけですけれども、研究をする傍
ら、新品種の普及と産業化というところでかなり
実践的な活動をしてきております。そういった内
容について、事例を踏まえてご紹介させていただ
きながら、最後に実践を踏まえて見えてきたいろ
いろな課題について、議論の材料としてご提供し
ていきたいと思います。

Ⅱ　６次産業化・農商工連携の今日的定義

　最初に、ここでも議論しなければいけないと思
うのですが、６次産業化あるいは農商工連携の定
義が今どのようになってきているのかということ
について簡単にご説明いたします。農商工連携
は、わかりやすく言いますと農業と中小企業支援
施策の中で生まれた用語であります。地域の農林
漁業者の皆さんと中小企業者の皆さんがお互いの

強みを活かしながら、双方に利益が上がる関係を
つくっていきましょうということで、特に中小企
業支援、それから農林漁業者支援ということで創
設された制度の一つであります。しばらく、農商
工連携というキーワードの中で施策が進められて
いたのですけれども、その後、６次産業化という
用語が使われるようになりました。この概念自体
は大して新しいものではなくて、農業生産を担う
１次産業の皆さんが農産物加工を担う２次産業に
進出して、さらに、販売あるいは観光事業を展開
することで農林水産業自体の総付加価値化を高め
ていきましょうという活動です。極めてシンプル
な考え方で進められているものなのですが、この
６次産業化という流れが最近は大きく変わってき
ております。今年のフードシステム学会の中で農
林水産省の桜庭審議官が出されたスライドをお借
りしました。従来のいわゆる１次、２次、３次の
６次産業化を超えて、現在では、例えば各役所や
市場を巻き込んだ医療分野への進出、あるいはエ
ネルギー需要を見越したエネルギー生産への進出
ですとか、建築、介護、福祉、観光、教育という
ふうに、あらゆる産業に対して、農業を起点とし
て事業展開をしていきましょうという流れになっ
てきております。このように多角的な展開をする
ことで農業を起点とする総付加価値を高めていこ
うという流れになってきているということで、従
来の農商工連携の枠組み、あるいは、６次産業化
の考え方を取り込みながら、さらに大きな市場を
つくっていこうというのが今の政策の流れです。
　こういった考え方を整理させていただいた上
で、具体的にこれまでやってきた事例を二つご紹

介いたします。一つは紫サツマイモでの展開、も
う一つは黒大豆での展開です。

Ⅲ　議論の参考のための事例１．紫サツマ
イモの展開

　最初に、紫サツマイモでの展開ですが、私ども
農研機構としましては、このような新規の作物、
つまり、新品種を開発するということが一つの大
きなミッションです。この紫サツマイモは日本で
初めて育成された品種でして、平成７年の登録に
なります。
　その後、研究者があらゆる角度からこの紫サツ
マイモを研究対象としました。一つは、色素成
分、アントシアニンと言うポリフェノールなので
すが。この成分がどういう構造をしているのか、
どういう健康効果があるのかといったようなこと
を食品科学者の視点から解析をしております。一
つは、肝機能の改善効果ということで、γGTP
の値をヒト臨床試験の中で出した結果です。それ
から、血液の流動性改善、血圧上昇を抑える効
果、いわゆる最近はやりのトクホで言われるよう
な効果を早い段階から検証を進めているというと
ころであります。
　このような検証を踏まえまして、次に、加工技
術の開発に進んでまいりました。これは、６次産
業化の中では、いわゆる生産者が自ら加工するこ
とを想定して展開しているものですが、例えば、
生の芋であれば焼酎の原料になりますし、お菓子
類ですね、紅芋のチップスみたいなものがありま
す。搾汁してジュースをつくると野菜ジュースの
原料になりますし、ペースト、ダイスカットにす
るとお菓子、その他の製品の原料になります。一
番大きな市場として、色素成分を抽出して、それ
を製品化することで着色料やサプリメントの市場
が生まれています。そのように、新しい産業が生

まれてきております。
　その中で生まれた二つのヒット商品がありまし
て、一つは芋焼酎の赤霧島という焼酎です。もう
一つは、紫サツマイモを原料にするヤクルト本社
のヤクルトアヤムラサキという野菜ジュースで
す。このような新しい製品が出てきたことにより
まして、例えば、野菜ジュース市場の中で、多く
の製品にこの紫サツマイモを原料とするジュース
が配合されるようになってまいりました。
　それから、赤霧島という焼酎が爆発的なヒット
をしたものですから、鹿児島、宮崎を中心とする
中小の酒蔵の皆さんが一斉に紫サツマイモを原料
にする焼酎をつくるようになりました。つまり、
原料産地では、原料の値崩れを起こすことなく、
むしろ高い値段で原料取引がされる状況が生まれ
ました。そのほかに、先ほどのペーストの技術
や、現地での１次加工の技術を使って、あらゆる
製菓メーカーさんなどが製品をつくるようになり
ました。最近出たものは、昨年度の期間限定製品
ですが、ハーゲンダッツの紫サツマイモアイスク
リームが全国販売されています。そのほか、ジャ
ム、ドレッシングといったように、大手メーカー
さんが今盛んにこういった素材を使ってくださっ
ているという状況が生まれているところです。
　第１図は、紫サツマイモの成果をまとめたもの
ですが、私ども試験場研究機関は、まずは新品種

をつくり出し、それに関連するさまざまなエビデ
ンスを科学的な成果として集めることをしており
ます。そして、これらの成果を大学との連携の中
で出すと同時に、民間の企業の皆さんに提供しま
す。さらに、農家の皆さんに提供し、１次加工事
業者にも提供しますが、このような連携体をつく
ることによって地域全体の経済を大きくしてい
く、そんな取り組みをしてきたところです。
　特に、１次・２次加工事業所の皆さんの役割は
極めて重要でして、これは、いずれも産地に工場
を設置しております。産地に工場を設置している
ということは、例えば、ビートの工場をこの地域
に置いている、デンプン工場をこの地域に置いて
いるのと同じような状態ではあるのですが、生み
出す製品自体の付加価値を素材から変えて高めて
いるところにポイントがあります。そして、これ
らを製造メーカーに提供することで、さまざまな
製品展開をされて地域全体の経済を大きくしてい
るという状況です。

Ⅳ　議論の参考のための事例２．黒大豆
クロダマルの展開

　次に、黒大豆、クロダマルの事例について紹介
をいたします。これまで、九州地域に黒大豆の産
地あるいは黒大豆のブランド新品種は一切ありま
せんでした。私がこれを手がけるようになったの
は平成18年ですが、平成19年にクロダマルという
品種が登録されまして、九州地域での作付を始め
た状況になります。この大豆の特徴は、親に新丹
波黒という有名ブランドを持っておりまして、非
常に大粒になるということと甘みが強い、それか
ら、アントシアニンの含量が高いといった特徴を
持つ新品種です。もう一つ、成分の効果の高さと
いったものも品種を普及させる前にエビデンスと
して私どもは集めておりました。これらの研究成

果をまとめ、効果的に農家の皆さんに普及させる
方法を考えることとなりました。第２図に現場の
抱える悩みを整理しました（後藤［１］）。
　よく新品種を農家の皆さんにご紹介をしても、
「そんな誰が買うかわからんものを私たちはつく
りません」と、幾らになるかわからんものをつく
りたくないということで、皆さんは余り作付をし
てくださる状況にはありませんでした。第２図に
示すように、生産者の皆さんは、新品種の作付け
は不安ということですね。実需メーカーの皆さん
に話をいろいろ聞きますと、どんな品種があるの
かそもそも知らないので、もっと教えてほしい、
あるいは、生産者と直接取引ができるならもっと
紹介してほしいといったご要望を私どもは受けて
まいりました。そこで、この品種を九州地域に初
めて普及させるに当たって、まずはメーカーの皆
さんを口説こうという行動をとりました。メー
カーの皆さんに、こういうデータがある、裏付け
のある新品種をつくりましたので、実際に使って
みませんかという話をして、農家のところにメー
カーの社長と一緒に出向きまして、この社長が買
うと言っているから作付をしてみませんかといっ
た作戦をとってみました。この行動、行為自体は
結構画期的だと言われたのですが、当時、僕は
入って３年目ぐらいでしたので、できたのかもし
れません。

　そのような形で関係者を集めて最初にコンソー
シアムをつくりながら、チームをつくりながら展
開をしていこうという動きを行いました。例え
ば、現地での打ち合わせ会議では、生産者がい
て、行政の人がいて、会社の社長がいて、農協も
入っています。そのように関係者が一堂に集まっ
て、作付の前と作付の途中と作付が終わった後、
あるいは、開発された製品を見ながらといったよ
うに、いろいろな場面で話し合いを重ねていま
す。実際に作付をどんどんふやしていきました。
これが最新のデータですが、やはり、点ではなく
て面で攻めないといけないという考えの中から、
大分、福岡、佐賀、熊本全体で産地を大きくして
いるところです。
　ここで幾つか受賞の成果の紹介をします。最初
に熊本県の大手の納豆メーカーが経済産業省の村
おこし特産品コンテストでグランプリを受賞しま
した。生産者、製造メーカーの社長、加工メー
カーの社長、九州沖縄農業研究センターの当時所
長、今の農研機構理事長と私、および関係者が一
堂に集まって熊本県知事に喜びの報告に行くこと
ができました。その後、クロダマルの産地化の取
り組みが評価されフード・アクション・ニッポ
ン・アワードを受賞いたしました。
　やはり、こういった新品種、新素材をブランド
化していくときには、販売をしてくださるところ
があるかどうかが大きなポイントになってきま
す。地域でしっかりいいもの使って製品力の高い
ものをつくっていきますと、大手の流通がすぐ目
をつけて話しに来てくださいます。
　それから、これは大分県の老舗のお菓子メー
カーがつくった黒豆淡ようかんという製品です
が、これも全国販売をしておりまして、必ず夏に
コンビニエンスストアチェーンのお中元カタログ
に掲載されるようになりました。また、今放送さ
れている、NHK大河ドラマの黒田官兵衛にちな
んで、「黒田丸官兵衛」というお菓子がつくられ

ています。これがまた非常にヒットしているとい
うことで、いろいろなチームをつくりながら、こ
ういった製品を展開している状況です。
　第３図にクロダマルの普及実績をお示ししま
す。私ども研究機関、試験場としては地域に全く
なかった新しい価値を持つ新品種クロダマルを開
発いたしました。さらに、こういった品種があり
ますよということだけではなくて、それを裏づけ
る成分です。これは機能性成分ですし、これは味
分析成分結果です。このようなデータをもとに、
民間企業の皆さんにあらゆる情報を提供していま
す。さらに、生産農家の皆さんとはチームをつく
りながら生産指導に入っています。１次・２次加
工業者の皆さんがいて、このメンバー、チーム全
体で利益を上げていこうという関係を何とかつく
りました。私は、これを論文にまとめまして、共
創的連携というキーワードをそこで導入して、と
もに価値をつくるのだということで皆さんにお話
をしております（後藤［２］）。
　そういった形が継続的に続くようにということ
でプラットフォームという概念を導入いたしまし
た。これは、同じ場の中で協議をしながら利益を
高めていきましょう、高度化していきましょうと
いう考え方でつくったものですが、このようなプ
ラットフォーム組織を黒大豆とサツマイモと、
今、赤身肉というものをやっているのですが、そ

ういったもので幾つか仕掛けているところです。
プラットフォームには、研究者、行政、企業、大
学の皆さんが参加し、それぞれ意見を出し合いな
がら活動しています。
　共創的なビジネスモデルをつくる、みんなで力
を合わせて九州に黒大豆ブランド産地を作ったと
いうことで、黒大豆というものが全くなかった地
域に新しいブランドと商品と産地をつくっていく
取り組みをしてきたところです。

Ⅴ　事例から見えてきた成功のポイント
と課題～シンポジウムの論点～

　このような活動の中から見えてきたポイント、
これらが成功したポイントは何なのか整理しまし
た。
　一つは新品種や新技術ですね。これをきちんと
活用してくださっています。研究成果もそれを活
かす形で活用されていることがポイントです（後
藤・坂井［３］）。
　それから、役割分担とチーム力の発揮です。特
定の個人の農家さんが自分のところで全部やろう
とすると、抱え込むようになってしまうのです。
そうすると、なかなか周りの人に情報が行かなく
なります。そうではなくてみんなでやりましょう
よと、チーム力で何とかしようということに取り
組みました。ですので、最初は個別経営の取り組
みからスタートするのですけれども、地域全体へ
の取り組みへと発展をしていく、この流れがこの
二つの新品種の中では見えた活動成果です。こう
いったことをやっていく中で、課題も見えてきま
した。これが本シンポジウムの論点になるかと
思って、三つ挙げさせていただいています。
　一つは、異業種のノウハウをどのようにして獲
得していくのかです。やはり、６次産業化、農商
工連携といいましても、農家の皆さんが一番強い
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のは農業生産です。それに対する技術は高いもの
を持っています。しかしながら、加工技術は一か
ら勉強しなければいけない。販売に関しては一か
ら人脈をつくっていかなければいけないというこ
とで、なかなか弱い部分があります。ですので、
異業種の皆さんの既に蓄積されたノウハウをどれ
だけ取り込めるか、使っていけるかがポイントで
す。そのためにはプロの力を借りるということで
す。やはり、プロはプロでそれぞれいるので、そ
ういう人の力をかりましょう。餅屋は餅屋と書い
ています。こういったものが、例えばパッケージ
のデザインだとか販売力、そういった人脈のネッ
トワークを何とか活用していこうということで
す。製造に関しては、委託もいいのではないかと
思います。これが一番重要ですけれども、そうは
いっても、農業生産の立場で農業者がどれだけそ
こでイニシアチブを発揮できるかです。全体をコ
ントロールするのは、原料を生産する農業者で
す。農業者の視点から全体をコントロールして、
きちんと利益が自分のところに回るように、そし
て誰も損をしないようにという考え方で進めてい
くといいかなと思います。
　もう一点は、海外マーケットを狙うにはどうし
たらいいのかということです。先ほど紹介した紫
サツマイモは、アメリカとヨーロッパに素材とし
て輸出しようという動きを数年前から研究して
やっています（井上・後藤［４］）。素材として
売っていくということは、日本国内にどけだけ外
貨を稼ぐかということなのですが、そういった活
動の中で見えたことの一つが規格認証制度です。
海外でその国に物を入れるためにはこのルールを
クリアしてくださいという認証制度が幾つかあり
ます。一つがGAP認証、それから、食品規制の
対応です。ヨーロッパはノーベルルーズ規制とい
うのがあります。アメリカはグラース規制という
のがあります。これは、新規の食品で、その国に
入れてもいいかどうかという審査ですけれども、

こういったものをクリアすることがポイントで
す。もう一つは、味や品質に関する賞をとってい
くと、それが一つのブランド力になります。モン
ドセレクションなどがよくありますが、何らかの
賞とって、それをエンブレムにして海外に展開を
していくのがポイントかと思います。それから、
これが最近は一番重要だと思っているのですが、
輸出しようと思うのであれば、輸出対象国、自分
が売りたいとする国の消費者の味覚や文化的な背
景あるいは嗜好をきちっと調査をしておかなけれ
ばいけない、そんなふうに考えています。
　３点目は、九州でも問題になっておりますが、
労働力や人材をどう確保していくのかということ
です。やはり、地域の中で、紫サツマイモにして
も黒大豆にしても生産量がふえてきて、それに対
応できる工場をつくっていこうとしますと、工場
の中での労働力の確保がとても難しくなってきて
います。
　その前に原料生産部門の労働力ですね。生産農
家もきちんと労働力が必要ですが、加工工場の労
働力を確保するのが難しくなっています。
　例えば、コンビニエンスストアの弁当工場など
では、そこで働いている方の大半は今ベトナムか
らの方になっています。やはり、日本人でそう
いった工場で働いてくださる方を見つけるのが大
変だと言っています。そういう中で農業者が設立
した工場に労働力を安定的に確保するのはさらに
至難の技ではないかということで、大きな問題に
なってきています。それから、季節的な変動があ
るということです。夏には工場がフル稼働するけ
れども、冬は工場が回らないといった状況がある
中で、労働力の確保はやはり問題になってくるか
と思います。それから、食品加工専門の技術ス
タッフ、企画・営業専門のスタッフなど専門に特
化した人材をどけだけ確保していくかということ
も重要なポイントかと思います。
　以上、３点、論点としてご提示をさせていただ

きました。
　私のコメントは以上です。ありがとうございま
した。
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第２図　現場の悩みとコンソーシアムモデル



Ⅰ　はじめに

　農研機構中央農業総合研究センターの後藤と申
します。どうぞよろしくお願いいたします。
　私は、農商工連携とか６次産業化の付加価値戦
略について、特に、ほかの地域の事例、あるい
は、これまで私がやってきたこととの対比の中で
コメントをいただきたいというご要望をいただき
ましたので、その流れに沿ってお話をしたいと思
います。
　実は、私は、４月に中央農業総合研究センター
に異動したのですけれども、３月まで九州沖縄農
業研究センターにおりました。ここで10年間、研
究をしてきたわけですけれども、研究をする傍
ら、新品種の普及と産業化というところでかなり
実践的な活動をしてきております。そういった内
容について、事例を踏まえてご紹介させていただ
きながら、最後に実践を踏まえて見えてきたいろ
いろな課題について、議論の材料としてご提供し
ていきたいと思います。

Ⅱ　６次産業化・農商工連携の今日的定義

　最初に、ここでも議論しなければいけないと思
うのですが、６次産業化あるいは農商工連携の定
義が今どのようになってきているのかということ
について簡単にご説明いたします。農商工連携
は、わかりやすく言いますと農業と中小企業支援
施策の中で生まれた用語であります。地域の農林
漁業者の皆さんと中小企業者の皆さんがお互いの

強みを活かしながら、双方に利益が上がる関係を
つくっていきましょうということで、特に中小企
業支援、それから農林漁業者支援ということで創
設された制度の一つであります。しばらく、農商
工連携というキーワードの中で施策が進められて
いたのですけれども、その後、６次産業化という
用語が使われるようになりました。この概念自体
は大して新しいものではなくて、農業生産を担う
１次産業の皆さんが農産物加工を担う２次産業に
進出して、さらに、販売あるいは観光事業を展開
することで農林水産業自体の総付加価値化を高め
ていきましょうという活動です。極めてシンプル
な考え方で進められているものなのですが、この
６次産業化という流れが最近は大きく変わってき
ております。今年のフードシステム学会の中で農
林水産省の桜庭審議官が出されたスライドをお借
りしました。従来のいわゆる１次、２次、３次の
６次産業化を超えて、現在では、例えば各役所や
市場を巻き込んだ医療分野への進出、あるいはエ
ネルギー需要を見越したエネルギー生産への進出
ですとか、建築、介護、福祉、観光、教育という
ふうに、あらゆる産業に対して、農業を起点とし
て事業展開をしていきましょうという流れになっ
てきております。このように多角的な展開をする
ことで農業を起点とする総付加価値を高めていこ
うという流れになってきているということで、従
来の農商工連携の枠組み、あるいは、６次産業化
の考え方を取り込みながら、さらに大きな市場を
つくっていこうというのが今の政策の流れです。
　こういった考え方を整理させていただいた上
で、具体的にこれまでやってきた事例を二つご紹

介いたします。一つは紫サツマイモでの展開、も
う一つは黒大豆での展開です。

Ⅲ　議論の参考のための事例１．紫サツマ
イモの展開

　最初に、紫サツマイモでの展開ですが、私ども
農研機構としましては、このような新規の作物、
つまり、新品種を開発するということが一つの大
きなミッションです。この紫サツマイモは日本で
初めて育成された品種でして、平成７年の登録に
なります。
　その後、研究者があらゆる角度からこの紫サツ
マイモを研究対象としました。一つは、色素成
分、アントシアニンと言うポリフェノールなので
すが。この成分がどういう構造をしているのか、
どういう健康効果があるのかといったようなこと
を食品科学者の視点から解析をしております。一
つは、肝機能の改善効果ということで、γGTP
の値をヒト臨床試験の中で出した結果です。それ
から、血液の流動性改善、血圧上昇を抑える効
果、いわゆる最近はやりのトクホで言われるよう
な効果を早い段階から検証を進めているというと
ころであります。
　このような検証を踏まえまして、次に、加工技
術の開発に進んでまいりました。これは、６次産
業化の中では、いわゆる生産者が自ら加工するこ
とを想定して展開しているものですが、例えば、
生の芋であれば焼酎の原料になりますし、お菓子
類ですね、紅芋のチップスみたいなものがありま
す。搾汁してジュースをつくると野菜ジュースの
原料になりますし、ペースト、ダイスカットにす
るとお菓子、その他の製品の原料になります。一
番大きな市場として、色素成分を抽出して、それ
を製品化することで着色料やサプリメントの市場
が生まれています。そのように、新しい産業が生

まれてきております。
　その中で生まれた二つのヒット商品がありまし
て、一つは芋焼酎の赤霧島という焼酎です。もう
一つは、紫サツマイモを原料にするヤクルト本社
のヤクルトアヤムラサキという野菜ジュースで
す。このような新しい製品が出てきたことにより
まして、例えば、野菜ジュース市場の中で、多く
の製品にこの紫サツマイモを原料とするジュース
が配合されるようになってまいりました。
　それから、赤霧島という焼酎が爆発的なヒット
をしたものですから、鹿児島、宮崎を中心とする
中小の酒蔵の皆さんが一斉に紫サツマイモを原料
にする焼酎をつくるようになりました。つまり、
原料産地では、原料の値崩れを起こすことなく、
むしろ高い値段で原料取引がされる状況が生まれ
ました。そのほかに、先ほどのペーストの技術
や、現地での１次加工の技術を使って、あらゆる
製菓メーカーさんなどが製品をつくるようになり
ました。最近出たものは、昨年度の期間限定製品
ですが、ハーゲンダッツの紫サツマイモアイスク
リームが全国販売されています。そのほか、ジャ
ム、ドレッシングといったように、大手メーカー
さんが今盛んにこういった素材を使ってくださっ
ているという状況が生まれているところです。
　第１図は、紫サツマイモの成果をまとめたもの
ですが、私ども試験場研究機関は、まずは新品種

をつくり出し、それに関連するさまざまなエビデ
ンスを科学的な成果として集めることをしており
ます。そして、これらの成果を大学との連携の中
で出すと同時に、民間の企業の皆さんに提供しま
す。さらに、農家の皆さんに提供し、１次加工事
業者にも提供しますが、このような連携体をつく
ることによって地域全体の経済を大きくしてい
く、そんな取り組みをしてきたところです。
　特に、１次・２次加工事業所の皆さんの役割は
極めて重要でして、これは、いずれも産地に工場
を設置しております。産地に工場を設置している
ということは、例えば、ビートの工場をこの地域
に置いている、デンプン工場をこの地域に置いて
いるのと同じような状態ではあるのですが、生み
出す製品自体の付加価値を素材から変えて高めて
いるところにポイントがあります。そして、これ
らを製造メーカーに提供することで、さまざまな
製品展開をされて地域全体の経済を大きくしてい
るという状況です。

Ⅳ　議論の参考のための事例２．黒大豆
クロダマルの展開

　次に、黒大豆、クロダマルの事例について紹介
をいたします。これまで、九州地域に黒大豆の産
地あるいは黒大豆のブランド新品種は一切ありま
せんでした。私がこれを手がけるようになったの
は平成18年ですが、平成19年にクロダマルという
品種が登録されまして、九州地域での作付を始め
た状況になります。この大豆の特徴は、親に新丹
波黒という有名ブランドを持っておりまして、非
常に大粒になるということと甘みが強い、それか
ら、アントシアニンの含量が高いといった特徴を
持つ新品種です。もう一つ、成分の効果の高さと
いったものも品種を普及させる前にエビデンスと
して私どもは集めておりました。これらの研究成

果をまとめ、効果的に農家の皆さんに普及させる
方法を考えることとなりました。第２図に現場の
抱える悩みを整理しました（後藤［１］）。
　よく新品種を農家の皆さんにご紹介をしても、
「そんな誰が買うかわからんものを私たちはつく
りません」と、幾らになるかわからんものをつく
りたくないということで、皆さんは余り作付をし
てくださる状況にはありませんでした。第２図に
示すように、生産者の皆さんは、新品種の作付け
は不安ということですね。実需メーカーの皆さん
に話をいろいろ聞きますと、どんな品種があるの
かそもそも知らないので、もっと教えてほしい、
あるいは、生産者と直接取引ができるならもっと
紹介してほしいといったご要望を私どもは受けて
まいりました。そこで、この品種を九州地域に初
めて普及させるに当たって、まずはメーカーの皆
さんを口説こうという行動をとりました。メー
カーの皆さんに、こういうデータがある、裏付け
のある新品種をつくりましたので、実際に使って
みませんかという話をして、農家のところにメー
カーの社長と一緒に出向きまして、この社長が買
うと言っているから作付をしてみませんかといっ
た作戦をとってみました。この行動、行為自体は
結構画期的だと言われたのですが、当時、僕は
入って３年目ぐらいでしたので、できたのかもし
れません。

　そのような形で関係者を集めて最初にコンソー
シアムをつくりながら、チームをつくりながら展
開をしていこうという動きを行いました。例え
ば、現地での打ち合わせ会議では、生産者がい
て、行政の人がいて、会社の社長がいて、農協も
入っています。そのように関係者が一堂に集まっ
て、作付の前と作付の途中と作付が終わった後、
あるいは、開発された製品を見ながらといったよ
うに、いろいろな場面で話し合いを重ねていま
す。実際に作付をどんどんふやしていきました。
これが最新のデータですが、やはり、点ではなく
て面で攻めないといけないという考えの中から、
大分、福岡、佐賀、熊本全体で産地を大きくして
いるところです。
　ここで幾つか受賞の成果の紹介をします。最初
に熊本県の大手の納豆メーカーが経済産業省の村
おこし特産品コンテストでグランプリを受賞しま
した。生産者、製造メーカーの社長、加工メー
カーの社長、九州沖縄農業研究センターの当時所
長、今の農研機構理事長と私、および関係者が一
堂に集まって熊本県知事に喜びの報告に行くこと
ができました。その後、クロダマルの産地化の取
り組みが評価されフード・アクション・ニッポ
ン・アワードを受賞いたしました。
　やはり、こういった新品種、新素材をブランド
化していくときには、販売をしてくださるところ
があるかどうかが大きなポイントになってきま
す。地域でしっかりいいもの使って製品力の高い
ものをつくっていきますと、大手の流通がすぐ目
をつけて話しに来てくださいます。
　それから、これは大分県の老舗のお菓子メー
カーがつくった黒豆淡ようかんという製品です
が、これも全国販売をしておりまして、必ず夏に
コンビニエンスストアチェーンのお中元カタログ
に掲載されるようになりました。また、今放送さ
れている、NHK大河ドラマの黒田官兵衛にちな
んで、「黒田丸官兵衛」というお菓子がつくられ

ています。これがまた非常にヒットしているとい
うことで、いろいろなチームをつくりながら、こ
ういった製品を展開している状況です。
　第３図にクロダマルの普及実績をお示ししま
す。私ども研究機関、試験場としては地域に全く
なかった新しい価値を持つ新品種クロダマルを開
発いたしました。さらに、こういった品種があり
ますよということだけではなくて、それを裏づけ
る成分です。これは機能性成分ですし、これは味
分析成分結果です。このようなデータをもとに、
民間企業の皆さんにあらゆる情報を提供していま
す。さらに、生産農家の皆さんとはチームをつく
りながら生産指導に入っています。１次・２次加
工業者の皆さんがいて、このメンバー、チーム全
体で利益を上げていこうという関係を何とかつく
りました。私は、これを論文にまとめまして、共
創的連携というキーワードをそこで導入して、と
もに価値をつくるのだということで皆さんにお話
をしております（後藤［２］）。
　そういった形が継続的に続くようにということ
でプラットフォームという概念を導入いたしまし
た。これは、同じ場の中で協議をしながら利益を
高めていきましょう、高度化していきましょうと
いう考え方でつくったものですが、このようなプ
ラットフォーム組織を黒大豆とサツマイモと、
今、赤身肉というものをやっているのですが、そ

ういったもので幾つか仕掛けているところです。
プラットフォームには、研究者、行政、企業、大
学の皆さんが参加し、それぞれ意見を出し合いな
がら活動しています。
　共創的なビジネスモデルをつくる、みんなで力
を合わせて九州に黒大豆ブランド産地を作ったと
いうことで、黒大豆というものが全くなかった地
域に新しいブランドと商品と産地をつくっていく
取り組みをしてきたところです。

Ⅴ　事例から見えてきた成功のポイント
と課題～シンポジウムの論点～

　このような活動の中から見えてきたポイント、
これらが成功したポイントは何なのか整理しまし
た。
　一つは新品種や新技術ですね。これをきちんと
活用してくださっています。研究成果もそれを活
かす形で活用されていることがポイントです（後
藤・坂井［３］）。
　それから、役割分担とチーム力の発揮です。特
定の個人の農家さんが自分のところで全部やろう
とすると、抱え込むようになってしまうのです。
そうすると、なかなか周りの人に情報が行かなく
なります。そうではなくてみんなでやりましょう
よと、チーム力で何とかしようということに取り
組みました。ですので、最初は個別経営の取り組
みからスタートするのですけれども、地域全体へ
の取り組みへと発展をしていく、この流れがこの
二つの新品種の中では見えた活動成果です。こう
いったことをやっていく中で、課題も見えてきま
した。これが本シンポジウムの論点になるかと
思って、三つ挙げさせていただいています。
　一つは、異業種のノウハウをどのようにして獲
得していくのかです。やはり、６次産業化、農商
工連携といいましても、農家の皆さんが一番強い
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のは農業生産です。それに対する技術は高いもの
を持っています。しかしながら、加工技術は一か
ら勉強しなければいけない。販売に関しては一か
ら人脈をつくっていかなければいけないというこ
とで、なかなか弱い部分があります。ですので、
異業種の皆さんの既に蓄積されたノウハウをどれ
だけ取り込めるか、使っていけるかがポイントで
す。そのためにはプロの力を借りるということで
す。やはり、プロはプロでそれぞれいるので、そ
ういう人の力をかりましょう。餅屋は餅屋と書い
ています。こういったものが、例えばパッケージ
のデザインだとか販売力、そういった人脈のネッ
トワークを何とか活用していこうということで
す。製造に関しては、委託もいいのではないかと
思います。これが一番重要ですけれども、そうは
いっても、農業生産の立場で農業者がどれだけそ
こでイニシアチブを発揮できるかです。全体をコ
ントロールするのは、原料を生産する農業者で
す。農業者の視点から全体をコントロールして、
きちんと利益が自分のところに回るように、そし
て誰も損をしないようにという考え方で進めてい
くといいかなと思います。
　もう一点は、海外マーケットを狙うにはどうし
たらいいのかということです。先ほど紹介した紫
サツマイモは、アメリカとヨーロッパに素材とし
て輸出しようという動きを数年前から研究して
やっています（井上・後藤［４］）。素材として
売っていくということは、日本国内にどけだけ外
貨を稼ぐかということなのですが、そういった活
動の中で見えたことの一つが規格認証制度です。
海外でその国に物を入れるためにはこのルールを
クリアしてくださいという認証制度が幾つかあり
ます。一つがGAP認証、それから、食品規制の
対応です。ヨーロッパはノーベルルーズ規制とい
うのがあります。アメリカはグラース規制という
のがあります。これは、新規の食品で、その国に
入れてもいいかどうかという審査ですけれども、

こういったものをクリアすることがポイントで
す。もう一つは、味や品質に関する賞をとってい
くと、それが一つのブランド力になります。モン
ドセレクションなどがよくありますが、何らかの
賞とって、それをエンブレムにして海外に展開を
していくのがポイントかと思います。それから、
これが最近は一番重要だと思っているのですが、
輸出しようと思うのであれば、輸出対象国、自分
が売りたいとする国の消費者の味覚や文化的な背
景あるいは嗜好をきちっと調査をしておかなけれ
ばいけない、そんなふうに考えています。
　３点目は、九州でも問題になっておりますが、
労働力や人材をどう確保していくのかということ
です。やはり、地域の中で、紫サツマイモにして
も黒大豆にしても生産量がふえてきて、それに対
応できる工場をつくっていこうとしますと、工場
の中での労働力の確保がとても難しくなってきて
います。
　その前に原料生産部門の労働力ですね。生産農
家もきちんと労働力が必要ですが、加工工場の労
働力を確保するのが難しくなっています。
　例えば、コンビニエンスストアの弁当工場など
では、そこで働いている方の大半は今ベトナムか
らの方になっています。やはり、日本人でそう
いった工場で働いてくださる方を見つけるのが大
変だと言っています。そういう中で農業者が設立
した工場に労働力を安定的に確保するのはさらに
至難の技ではないかということで、大きな問題に
なってきています。それから、季節的な変動があ
るということです。夏には工場がフル稼働するけ
れども、冬は工場が回らないといった状況がある
中で、労働力の確保はやはり問題になってくるか
と思います。それから、食品加工専門の技術ス
タッフ、企画・営業専門のスタッフなど専門に特
化した人材をどけだけ確保していくかということ
も重要なポイントかと思います。
　以上、３点、論点としてご提示をさせていただ

きました。
　私のコメントは以上です。ありがとうございま
した。
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Ⅰ　はじめに

　農研機構中央農業総合研究センターの後藤と申
します。どうぞよろしくお願いいたします。
　私は、農商工連携とか６次産業化の付加価値戦
略について、特に、ほかの地域の事例、あるい
は、これまで私がやってきたこととの対比の中で
コメントをいただきたいというご要望をいただき
ましたので、その流れに沿ってお話をしたいと思
います。
　実は、私は、４月に中央農業総合研究センター
に異動したのですけれども、３月まで九州沖縄農
業研究センターにおりました。ここで10年間、研
究をしてきたわけですけれども、研究をする傍
ら、新品種の普及と産業化というところでかなり
実践的な活動をしてきております。そういった内
容について、事例を踏まえてご紹介させていただ
きながら、最後に実践を踏まえて見えてきたいろ
いろな課題について、議論の材料としてご提供し
ていきたいと思います。

Ⅱ　６次産業化・農商工連携の今日的定義

　最初に、ここでも議論しなければいけないと思
うのですが、６次産業化あるいは農商工連携の定
義が今どのようになってきているのかということ
について簡単にご説明いたします。農商工連携
は、わかりやすく言いますと農業と中小企業支援
施策の中で生まれた用語であります。地域の農林
漁業者の皆さんと中小企業者の皆さんがお互いの

強みを活かしながら、双方に利益が上がる関係を
つくっていきましょうということで、特に中小企
業支援、それから農林漁業者支援ということで創
設された制度の一つであります。しばらく、農商
工連携というキーワードの中で施策が進められて
いたのですけれども、その後、６次産業化という
用語が使われるようになりました。この概念自体
は大して新しいものではなくて、農業生産を担う
１次産業の皆さんが農産物加工を担う２次産業に
進出して、さらに、販売あるいは観光事業を展開
することで農林水産業自体の総付加価値化を高め
ていきましょうという活動です。極めてシンプル
な考え方で進められているものなのですが、この
６次産業化という流れが最近は大きく変わってき
ております。今年のフードシステム学会の中で農
林水産省の桜庭審議官が出されたスライドをお借
りしました。従来のいわゆる１次、２次、３次の
６次産業化を超えて、現在では、例えば各役所や
市場を巻き込んだ医療分野への進出、あるいはエ
ネルギー需要を見越したエネルギー生産への進出
ですとか、建築、介護、福祉、観光、教育という
ふうに、あらゆる産業に対して、農業を起点とし
て事業展開をしていきましょうという流れになっ
てきております。このように多角的な展開をする
ことで農業を起点とする総付加価値を高めていこ
うという流れになってきているということで、従
来の農商工連携の枠組み、あるいは、６次産業化
の考え方を取り込みながら、さらに大きな市場を
つくっていこうというのが今の政策の流れです。
　こういった考え方を整理させていただいた上
で、具体的にこれまでやってきた事例を二つご紹

介いたします。一つは紫サツマイモでの展開、も
う一つは黒大豆での展開です。

Ⅲ　議論の参考のための事例１．紫サツマ
イモの展開

　最初に、紫サツマイモでの展開ですが、私ども
農研機構としましては、このような新規の作物、
つまり、新品種を開発するということが一つの大
きなミッションです。この紫サツマイモは日本で
初めて育成された品種でして、平成７年の登録に
なります。
　その後、研究者があらゆる角度からこの紫サツ
マイモを研究対象としました。一つは、色素成
分、アントシアニンと言うポリフェノールなので
すが。この成分がどういう構造をしているのか、
どういう健康効果があるのかといったようなこと
を食品科学者の視点から解析をしております。一
つは、肝機能の改善効果ということで、γGTP
の値をヒト臨床試験の中で出した結果です。それ
から、血液の流動性改善、血圧上昇を抑える効
果、いわゆる最近はやりのトクホで言われるよう
な効果を早い段階から検証を進めているというと
ころであります。
　このような検証を踏まえまして、次に、加工技
術の開発に進んでまいりました。これは、６次産
業化の中では、いわゆる生産者が自ら加工するこ
とを想定して展開しているものですが、例えば、
生の芋であれば焼酎の原料になりますし、お菓子
類ですね、紅芋のチップスみたいなものがありま
す。搾汁してジュースをつくると野菜ジュースの
原料になりますし、ペースト、ダイスカットにす
るとお菓子、その他の製品の原料になります。一
番大きな市場として、色素成分を抽出して、それ
を製品化することで着色料やサプリメントの市場
が生まれています。そのように、新しい産業が生

まれてきております。
　その中で生まれた二つのヒット商品がありまし
て、一つは芋焼酎の赤霧島という焼酎です。もう
一つは、紫サツマイモを原料にするヤクルト本社
のヤクルトアヤムラサキという野菜ジュースで
す。このような新しい製品が出てきたことにより
まして、例えば、野菜ジュース市場の中で、多く
の製品にこの紫サツマイモを原料とするジュース
が配合されるようになってまいりました。
　それから、赤霧島という焼酎が爆発的なヒット
をしたものですから、鹿児島、宮崎を中心とする
中小の酒蔵の皆さんが一斉に紫サツマイモを原料
にする焼酎をつくるようになりました。つまり、
原料産地では、原料の値崩れを起こすことなく、
むしろ高い値段で原料取引がされる状況が生まれ
ました。そのほかに、先ほどのペーストの技術
や、現地での１次加工の技術を使って、あらゆる
製菓メーカーさんなどが製品をつくるようになり
ました。最近出たものは、昨年度の期間限定製品
ですが、ハーゲンダッツの紫サツマイモアイスク
リームが全国販売されています。そのほか、ジャ
ム、ドレッシングといったように、大手メーカー
さんが今盛んにこういった素材を使ってくださっ
ているという状況が生まれているところです。
　第１図は、紫サツマイモの成果をまとめたもの
ですが、私ども試験場研究機関は、まずは新品種

をつくり出し、それに関連するさまざまなエビデ
ンスを科学的な成果として集めることをしており
ます。そして、これらの成果を大学との連携の中
で出すと同時に、民間の企業の皆さんに提供しま
す。さらに、農家の皆さんに提供し、１次加工事
業者にも提供しますが、このような連携体をつく
ることによって地域全体の経済を大きくしてい
く、そんな取り組みをしてきたところです。
　特に、１次・２次加工事業所の皆さんの役割は
極めて重要でして、これは、いずれも産地に工場
を設置しております。産地に工場を設置している
ということは、例えば、ビートの工場をこの地域
に置いている、デンプン工場をこの地域に置いて
いるのと同じような状態ではあるのですが、生み
出す製品自体の付加価値を素材から変えて高めて
いるところにポイントがあります。そして、これ
らを製造メーカーに提供することで、さまざまな
製品展開をされて地域全体の経済を大きくしてい
るという状況です。

Ⅳ　議論の参考のための事例２．黒大豆
クロダマルの展開

　次に、黒大豆、クロダマルの事例について紹介
をいたします。これまで、九州地域に黒大豆の産
地あるいは黒大豆のブランド新品種は一切ありま
せんでした。私がこれを手がけるようになったの
は平成18年ですが、平成19年にクロダマルという
品種が登録されまして、九州地域での作付を始め
た状況になります。この大豆の特徴は、親に新丹
波黒という有名ブランドを持っておりまして、非
常に大粒になるということと甘みが強い、それか
ら、アントシアニンの含量が高いといった特徴を
持つ新品種です。もう一つ、成分の効果の高さと
いったものも品種を普及させる前にエビデンスと
して私どもは集めておりました。これらの研究成

果をまとめ、効果的に農家の皆さんに普及させる
方法を考えることとなりました。第２図に現場の
抱える悩みを整理しました（後藤［１］）。
　よく新品種を農家の皆さんにご紹介をしても、
「そんな誰が買うかわからんものを私たちはつく
りません」と、幾らになるかわからんものをつく
りたくないということで、皆さんは余り作付をし
てくださる状況にはありませんでした。第２図に
示すように、生産者の皆さんは、新品種の作付け
は不安ということですね。実需メーカーの皆さん
に話をいろいろ聞きますと、どんな品種があるの
かそもそも知らないので、もっと教えてほしい、
あるいは、生産者と直接取引ができるならもっと
紹介してほしいといったご要望を私どもは受けて
まいりました。そこで、この品種を九州地域に初
めて普及させるに当たって、まずはメーカーの皆
さんを口説こうという行動をとりました。メー
カーの皆さんに、こういうデータがある、裏付け
のある新品種をつくりましたので、実際に使って
みませんかという話をして、農家のところにメー
カーの社長と一緒に出向きまして、この社長が買
うと言っているから作付をしてみませんかといっ
た作戦をとってみました。この行動、行為自体は
結構画期的だと言われたのですが、当時、僕は
入って３年目ぐらいでしたので、できたのかもし
れません。

　そのような形で関係者を集めて最初にコンソー
シアムをつくりながら、チームをつくりながら展
開をしていこうという動きを行いました。例え
ば、現地での打ち合わせ会議では、生産者がい
て、行政の人がいて、会社の社長がいて、農協も
入っています。そのように関係者が一堂に集まっ
て、作付の前と作付の途中と作付が終わった後、
あるいは、開発された製品を見ながらといったよ
うに、いろいろな場面で話し合いを重ねていま
す。実際に作付をどんどんふやしていきました。
これが最新のデータですが、やはり、点ではなく
て面で攻めないといけないという考えの中から、
大分、福岡、佐賀、熊本全体で産地を大きくして
いるところです。
　ここで幾つか受賞の成果の紹介をします。最初
に熊本県の大手の納豆メーカーが経済産業省の村
おこし特産品コンテストでグランプリを受賞しま
した。生産者、製造メーカーの社長、加工メー
カーの社長、九州沖縄農業研究センターの当時所
長、今の農研機構理事長と私、および関係者が一
堂に集まって熊本県知事に喜びの報告に行くこと
ができました。その後、クロダマルの産地化の取
り組みが評価されフード・アクション・ニッポ
ン・アワードを受賞いたしました。
　やはり、こういった新品種、新素材をブランド
化していくときには、販売をしてくださるところ
があるかどうかが大きなポイントになってきま
す。地域でしっかりいいもの使って製品力の高い
ものをつくっていきますと、大手の流通がすぐ目
をつけて話しに来てくださいます。
　それから、これは大分県の老舗のお菓子メー
カーがつくった黒豆淡ようかんという製品です
が、これも全国販売をしておりまして、必ず夏に
コンビニエンスストアチェーンのお中元カタログ
に掲載されるようになりました。また、今放送さ
れている、NHK大河ドラマの黒田官兵衛にちな
んで、「黒田丸官兵衛」というお菓子がつくられ

ています。これがまた非常にヒットしているとい
うことで、いろいろなチームをつくりながら、こ
ういった製品を展開している状況です。
　第３図にクロダマルの普及実績をお示ししま
す。私ども研究機関、試験場としては地域に全く
なかった新しい価値を持つ新品種クロダマルを開
発いたしました。さらに、こういった品種があり
ますよということだけではなくて、それを裏づけ
る成分です。これは機能性成分ですし、これは味
分析成分結果です。このようなデータをもとに、
民間企業の皆さんにあらゆる情報を提供していま
す。さらに、生産農家の皆さんとはチームをつく
りながら生産指導に入っています。１次・２次加
工業者の皆さんがいて、このメンバー、チーム全
体で利益を上げていこうという関係を何とかつく
りました。私は、これを論文にまとめまして、共
創的連携というキーワードをそこで導入して、と
もに価値をつくるのだということで皆さんにお話
をしております（後藤［２］）。
　そういった形が継続的に続くようにということ
でプラットフォームという概念を導入いたしまし
た。これは、同じ場の中で協議をしながら利益を
高めていきましょう、高度化していきましょうと
いう考え方でつくったものですが、このようなプ
ラットフォーム組織を黒大豆とサツマイモと、
今、赤身肉というものをやっているのですが、そ

ういったもので幾つか仕掛けているところです。
プラットフォームには、研究者、行政、企業、大
学の皆さんが参加し、それぞれ意見を出し合いな
がら活動しています。
　共創的なビジネスモデルをつくる、みんなで力
を合わせて九州に黒大豆ブランド産地を作ったと
いうことで、黒大豆というものが全くなかった地
域に新しいブランドと商品と産地をつくっていく
取り組みをしてきたところです。

Ⅴ　事例から見えてきた成功のポイント
と課題～シンポジウムの論点～

　このような活動の中から見えてきたポイント、
これらが成功したポイントは何なのか整理しまし
た。
　一つは新品種や新技術ですね。これをきちんと
活用してくださっています。研究成果もそれを活
かす形で活用されていることがポイントです（後
藤・坂井［３］）。
　それから、役割分担とチーム力の発揮です。特
定の個人の農家さんが自分のところで全部やろう
とすると、抱え込むようになってしまうのです。
そうすると、なかなか周りの人に情報が行かなく
なります。そうではなくてみんなでやりましょう
よと、チーム力で何とかしようということに取り
組みました。ですので、最初は個別経営の取り組
みからスタートするのですけれども、地域全体へ
の取り組みへと発展をしていく、この流れがこの
二つの新品種の中では見えた活動成果です。こう
いったことをやっていく中で、課題も見えてきま
した。これが本シンポジウムの論点になるかと
思って、三つ挙げさせていただいています。
　一つは、異業種のノウハウをどのようにして獲
得していくのかです。やはり、６次産業化、農商
工連携といいましても、農家の皆さんが一番強い
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のは農業生産です。それに対する技術は高いもの
を持っています。しかしながら、加工技術は一か
ら勉強しなければいけない。販売に関しては一か
ら人脈をつくっていかなければいけないというこ
とで、なかなか弱い部分があります。ですので、
異業種の皆さんの既に蓄積されたノウハウをどれ
だけ取り込めるか、使っていけるかがポイントで
す。そのためにはプロの力を借りるということで
す。やはり、プロはプロでそれぞれいるので、そ
ういう人の力をかりましょう。餅屋は餅屋と書い
ています。こういったものが、例えばパッケージ
のデザインだとか販売力、そういった人脈のネッ
トワークを何とか活用していこうということで
す。製造に関しては、委託もいいのではないかと
思います。これが一番重要ですけれども、そうは
いっても、農業生産の立場で農業者がどれだけそ
こでイニシアチブを発揮できるかです。全体をコ
ントロールするのは、原料を生産する農業者で
す。農業者の視点から全体をコントロールして、
きちんと利益が自分のところに回るように、そし
て誰も損をしないようにという考え方で進めてい
くといいかなと思います。
　もう一点は、海外マーケットを狙うにはどうし
たらいいのかということです。先ほど紹介した紫
サツマイモは、アメリカとヨーロッパに素材とし
て輸出しようという動きを数年前から研究して
やっています（井上・後藤［４］）。素材として
売っていくということは、日本国内にどけだけ外
貨を稼ぐかということなのですが、そういった活
動の中で見えたことの一つが規格認証制度です。
海外でその国に物を入れるためにはこのルールを
クリアしてくださいという認証制度が幾つかあり
ます。一つがGAP認証、それから、食品規制の
対応です。ヨーロッパはノーベルルーズ規制とい
うのがあります。アメリカはグラース規制という
のがあります。これは、新規の食品で、その国に
入れてもいいかどうかという審査ですけれども、

こういったものをクリアすることがポイントで
す。もう一つは、味や品質に関する賞をとってい
くと、それが一つのブランド力になります。モン
ドセレクションなどがよくありますが、何らかの
賞とって、それをエンブレムにして海外に展開を
していくのがポイントかと思います。それから、
これが最近は一番重要だと思っているのですが、
輸出しようと思うのであれば、輸出対象国、自分
が売りたいとする国の消費者の味覚や文化的な背
景あるいは嗜好をきちっと調査をしておかなけれ
ばいけない、そんなふうに考えています。
　３点目は、九州でも問題になっておりますが、
労働力や人材をどう確保していくのかということ
です。やはり、地域の中で、紫サツマイモにして
も黒大豆にしても生産量がふえてきて、それに対
応できる工場をつくっていこうとしますと、工場
の中での労働力の確保がとても難しくなってきて
います。
　その前に原料生産部門の労働力ですね。生産農
家もきちんと労働力が必要ですが、加工工場の労
働力を確保するのが難しくなっています。
　例えば、コンビニエンスストアの弁当工場など
では、そこで働いている方の大半は今ベトナムか
らの方になっています。やはり、日本人でそう
いった工場で働いてくださる方を見つけるのが大
変だと言っています。そういう中で農業者が設立
した工場に労働力を安定的に確保するのはさらに
至難の技ではないかということで、大きな問題に
なってきています。それから、季節的な変動があ
るということです。夏には工場がフル稼働するけ
れども、冬は工場が回らないといった状況がある
中で、労働力の確保はやはり問題になってくるか
と思います。それから、食品加工専門の技術ス
タッフ、企画・営業専門のスタッフなど専門に特
化した人材をどけだけ確保していくかということ
も重要なポイントかと思います。
　以上、３点、論点としてご提示をさせていただ

きました。
　私のコメントは以上です。ありがとうございま
した。
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Ⅰ　はじめに

　農研機構中央農業総合研究センターの後藤と申
します。どうぞよろしくお願いいたします。
　私は、農商工連携とか６次産業化の付加価値戦
略について、特に、ほかの地域の事例、あるい
は、これまで私がやってきたこととの対比の中で
コメントをいただきたいというご要望をいただき
ましたので、その流れに沿ってお話をしたいと思
います。
　実は、私は、４月に中央農業総合研究センター
に異動したのですけれども、３月まで九州沖縄農
業研究センターにおりました。ここで10年間、研
究をしてきたわけですけれども、研究をする傍
ら、新品種の普及と産業化というところでかなり
実践的な活動をしてきております。そういった内
容について、事例を踏まえてご紹介させていただ
きながら、最後に実践を踏まえて見えてきたいろ
いろな課題について、議論の材料としてご提供し
ていきたいと思います。

Ⅱ　６次産業化・農商工連携の今日的定義

　最初に、ここでも議論しなければいけないと思
うのですが、６次産業化あるいは農商工連携の定
義が今どのようになってきているのかということ
について簡単にご説明いたします。農商工連携
は、わかりやすく言いますと農業と中小企業支援
施策の中で生まれた用語であります。地域の農林
漁業者の皆さんと中小企業者の皆さんがお互いの

強みを活かしながら、双方に利益が上がる関係を
つくっていきましょうということで、特に中小企
業支援、それから農林漁業者支援ということで創
設された制度の一つであります。しばらく、農商
工連携というキーワードの中で施策が進められて
いたのですけれども、その後、６次産業化という
用語が使われるようになりました。この概念自体
は大して新しいものではなくて、農業生産を担う
１次産業の皆さんが農産物加工を担う２次産業に
進出して、さらに、販売あるいは観光事業を展開
することで農林水産業自体の総付加価値化を高め
ていきましょうという活動です。極めてシンプル
な考え方で進められているものなのですが、この
６次産業化という流れが最近は大きく変わってき
ております。今年のフードシステム学会の中で農
林水産省の桜庭審議官が出されたスライドをお借
りしました。従来のいわゆる１次、２次、３次の
６次産業化を超えて、現在では、例えば各役所や
市場を巻き込んだ医療分野への進出、あるいはエ
ネルギー需要を見越したエネルギー生産への進出
ですとか、建築、介護、福祉、観光、教育という
ふうに、あらゆる産業に対して、農業を起点とし
て事業展開をしていきましょうという流れになっ
てきております。このように多角的な展開をする
ことで農業を起点とする総付加価値を高めていこ
うという流れになってきているということで、従
来の農商工連携の枠組み、あるいは、６次産業化
の考え方を取り込みながら、さらに大きな市場を
つくっていこうというのが今の政策の流れです。
　こういった考え方を整理させていただいた上
で、具体的にこれまでやってきた事例を二つご紹

介いたします。一つは紫サツマイモでの展開、も
う一つは黒大豆での展開です。

Ⅲ　議論の参考のための事例１．紫サツマ
イモの展開

　最初に、紫サツマイモでの展開ですが、私ども
農研機構としましては、このような新規の作物、
つまり、新品種を開発するということが一つの大
きなミッションです。この紫サツマイモは日本で
初めて育成された品種でして、平成７年の登録に
なります。
　その後、研究者があらゆる角度からこの紫サツ
マイモを研究対象としました。一つは、色素成
分、アントシアニンと言うポリフェノールなので
すが。この成分がどういう構造をしているのか、
どういう健康効果があるのかといったようなこと
を食品科学者の視点から解析をしております。一
つは、肝機能の改善効果ということで、γGTP
の値をヒト臨床試験の中で出した結果です。それ
から、血液の流動性改善、血圧上昇を抑える効
果、いわゆる最近はやりのトクホで言われるよう
な効果を早い段階から検証を進めているというと
ころであります。
　このような検証を踏まえまして、次に、加工技
術の開発に進んでまいりました。これは、６次産
業化の中では、いわゆる生産者が自ら加工するこ
とを想定して展開しているものですが、例えば、
生の芋であれば焼酎の原料になりますし、お菓子
類ですね、紅芋のチップスみたいなものがありま
す。搾汁してジュースをつくると野菜ジュースの
原料になりますし、ペースト、ダイスカットにす
るとお菓子、その他の製品の原料になります。一
番大きな市場として、色素成分を抽出して、それ
を製品化することで着色料やサプリメントの市場
が生まれています。そのように、新しい産業が生

まれてきております。
　その中で生まれた二つのヒット商品がありまし
て、一つは芋焼酎の赤霧島という焼酎です。もう
一つは、紫サツマイモを原料にするヤクルト本社
のヤクルトアヤムラサキという野菜ジュースで
す。このような新しい製品が出てきたことにより
まして、例えば、野菜ジュース市場の中で、多く
の製品にこの紫サツマイモを原料とするジュース
が配合されるようになってまいりました。
　それから、赤霧島という焼酎が爆発的なヒット
をしたものですから、鹿児島、宮崎を中心とする
中小の酒蔵の皆さんが一斉に紫サツマイモを原料
にする焼酎をつくるようになりました。つまり、
原料産地では、原料の値崩れを起こすことなく、
むしろ高い値段で原料取引がされる状況が生まれ
ました。そのほかに、先ほどのペーストの技術
や、現地での１次加工の技術を使って、あらゆる
製菓メーカーさんなどが製品をつくるようになり
ました。最近出たものは、昨年度の期間限定製品
ですが、ハーゲンダッツの紫サツマイモアイスク
リームが全国販売されています。そのほか、ジャ
ム、ドレッシングといったように、大手メーカー
さんが今盛んにこういった素材を使ってくださっ
ているという状況が生まれているところです。
　第１図は、紫サツマイモの成果をまとめたもの
ですが、私ども試験場研究機関は、まずは新品種

をつくり出し、それに関連するさまざまなエビデ
ンスを科学的な成果として集めることをしており
ます。そして、これらの成果を大学との連携の中
で出すと同時に、民間の企業の皆さんに提供しま
す。さらに、農家の皆さんに提供し、１次加工事
業者にも提供しますが、このような連携体をつく
ることによって地域全体の経済を大きくしてい
く、そんな取り組みをしてきたところです。
　特に、１次・２次加工事業所の皆さんの役割は
極めて重要でして、これは、いずれも産地に工場
を設置しております。産地に工場を設置している
ということは、例えば、ビートの工場をこの地域
に置いている、デンプン工場をこの地域に置いて
いるのと同じような状態ではあるのですが、生み
出す製品自体の付加価値を素材から変えて高めて
いるところにポイントがあります。そして、これ
らを製造メーカーに提供することで、さまざまな
製品展開をされて地域全体の経済を大きくしてい
るという状況です。

Ⅳ　議論の参考のための事例２．黒大豆
クロダマルの展開

　次に、黒大豆、クロダマルの事例について紹介
をいたします。これまで、九州地域に黒大豆の産
地あるいは黒大豆のブランド新品種は一切ありま
せんでした。私がこれを手がけるようになったの
は平成18年ですが、平成19年にクロダマルという
品種が登録されまして、九州地域での作付を始め
た状況になります。この大豆の特徴は、親に新丹
波黒という有名ブランドを持っておりまして、非
常に大粒になるということと甘みが強い、それか
ら、アントシアニンの含量が高いといった特徴を
持つ新品種です。もう一つ、成分の効果の高さと
いったものも品種を普及させる前にエビデンスと
して私どもは集めておりました。これらの研究成

果をまとめ、効果的に農家の皆さんに普及させる
方法を考えることとなりました。第２図に現場の
抱える悩みを整理しました（後藤［１］）。
　よく新品種を農家の皆さんにご紹介をしても、
「そんな誰が買うかわからんものを私たちはつく
りません」と、幾らになるかわからんものをつく
りたくないということで、皆さんは余り作付をし
てくださる状況にはありませんでした。第２図に
示すように、生産者の皆さんは、新品種の作付け
は不安ということですね。実需メーカーの皆さん
に話をいろいろ聞きますと、どんな品種があるの
かそもそも知らないので、もっと教えてほしい、
あるいは、生産者と直接取引ができるならもっと
紹介してほしいといったご要望を私どもは受けて
まいりました。そこで、この品種を九州地域に初
めて普及させるに当たって、まずはメーカーの皆
さんを口説こうという行動をとりました。メー
カーの皆さんに、こういうデータがある、裏付け
のある新品種をつくりましたので、実際に使って
みませんかという話をして、農家のところにメー
カーの社長と一緒に出向きまして、この社長が買
うと言っているから作付をしてみませんかといっ
た作戦をとってみました。この行動、行為自体は
結構画期的だと言われたのですが、当時、僕は
入って３年目ぐらいでしたので、できたのかもし
れません。

　そのような形で関係者を集めて最初にコンソー
シアムをつくりながら、チームをつくりながら展
開をしていこうという動きを行いました。例え
ば、現地での打ち合わせ会議では、生産者がい
て、行政の人がいて、会社の社長がいて、農協も
入っています。そのように関係者が一堂に集まっ
て、作付の前と作付の途中と作付が終わった後、
あるいは、開発された製品を見ながらといったよ
うに、いろいろな場面で話し合いを重ねていま
す。実際に作付をどんどんふやしていきました。
これが最新のデータですが、やはり、点ではなく
て面で攻めないといけないという考えの中から、
大分、福岡、佐賀、熊本全体で産地を大きくして
いるところです。
　ここで幾つか受賞の成果の紹介をします。最初
に熊本県の大手の納豆メーカーが経済産業省の村
おこし特産品コンテストでグランプリを受賞しま
した。生産者、製造メーカーの社長、加工メー
カーの社長、九州沖縄農業研究センターの当時所
長、今の農研機構理事長と私、および関係者が一
堂に集まって熊本県知事に喜びの報告に行くこと
ができました。その後、クロダマルの産地化の取
り組みが評価されフード・アクション・ニッポ
ン・アワードを受賞いたしました。
　やはり、こういった新品種、新素材をブランド
化していくときには、販売をしてくださるところ
があるかどうかが大きなポイントになってきま
す。地域でしっかりいいもの使って製品力の高い
ものをつくっていきますと、大手の流通がすぐ目
をつけて話しに来てくださいます。
　それから、これは大分県の老舗のお菓子メー
カーがつくった黒豆淡ようかんという製品です
が、これも全国販売をしておりまして、必ず夏に
コンビニエンスストアチェーンのお中元カタログ
に掲載されるようになりました。また、今放送さ
れている、NHK大河ドラマの黒田官兵衛にちな
んで、「黒田丸官兵衛」というお菓子がつくられ

ています。これがまた非常にヒットしているとい
うことで、いろいろなチームをつくりながら、こ
ういった製品を展開している状況です。
　第３図にクロダマルの普及実績をお示ししま
す。私ども研究機関、試験場としては地域に全く
なかった新しい価値を持つ新品種クロダマルを開
発いたしました。さらに、こういった品種があり
ますよということだけではなくて、それを裏づけ
る成分です。これは機能性成分ですし、これは味
分析成分結果です。このようなデータをもとに、
民間企業の皆さんにあらゆる情報を提供していま
す。さらに、生産農家の皆さんとはチームをつく
りながら生産指導に入っています。１次・２次加
工業者の皆さんがいて、このメンバー、チーム全
体で利益を上げていこうという関係を何とかつく
りました。私は、これを論文にまとめまして、共
創的連携というキーワードをそこで導入して、と
もに価値をつくるのだということで皆さんにお話
をしております（後藤［２］）。
　そういった形が継続的に続くようにということ
でプラットフォームという概念を導入いたしまし
た。これは、同じ場の中で協議をしながら利益を
高めていきましょう、高度化していきましょうと
いう考え方でつくったものですが、このようなプ
ラットフォーム組織を黒大豆とサツマイモと、
今、赤身肉というものをやっているのですが、そ

ういったもので幾つか仕掛けているところです。
プラットフォームには、研究者、行政、企業、大
学の皆さんが参加し、それぞれ意見を出し合いな
がら活動しています。
　共創的なビジネスモデルをつくる、みんなで力
を合わせて九州に黒大豆ブランド産地を作ったと
いうことで、黒大豆というものが全くなかった地
域に新しいブランドと商品と産地をつくっていく
取り組みをしてきたところです。

Ⅴ　事例から見えてきた成功のポイント
と課題～シンポジウムの論点～

　このような活動の中から見えてきたポイント、
これらが成功したポイントは何なのか整理しまし
た。
　一つは新品種や新技術ですね。これをきちんと
活用してくださっています。研究成果もそれを活
かす形で活用されていることがポイントです（後
藤・坂井［３］）。
　それから、役割分担とチーム力の発揮です。特
定の個人の農家さんが自分のところで全部やろう
とすると、抱え込むようになってしまうのです。
そうすると、なかなか周りの人に情報が行かなく
なります。そうではなくてみんなでやりましょう
よと、チーム力で何とかしようということに取り
組みました。ですので、最初は個別経営の取り組
みからスタートするのですけれども、地域全体へ
の取り組みへと発展をしていく、この流れがこの
二つの新品種の中では見えた活動成果です。こう
いったことをやっていく中で、課題も見えてきま
した。これが本シンポジウムの論点になるかと
思って、三つ挙げさせていただいています。
　一つは、異業種のノウハウをどのようにして獲
得していくのかです。やはり、６次産業化、農商
工連携といいましても、農家の皆さんが一番強い
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のは農業生産です。それに対する技術は高いもの
を持っています。しかしながら、加工技術は一か
ら勉強しなければいけない。販売に関しては一か
ら人脈をつくっていかなければいけないというこ
とで、なかなか弱い部分があります。ですので、
異業種の皆さんの既に蓄積されたノウハウをどれ
だけ取り込めるか、使っていけるかがポイントで
す。そのためにはプロの力を借りるということで
す。やはり、プロはプロでそれぞれいるので、そ
ういう人の力をかりましょう。餅屋は餅屋と書い
ています。こういったものが、例えばパッケージ
のデザインだとか販売力、そういった人脈のネッ
トワークを何とか活用していこうということで
す。製造に関しては、委託もいいのではないかと
思います。これが一番重要ですけれども、そうは
いっても、農業生産の立場で農業者がどれだけそ
こでイニシアチブを発揮できるかです。全体をコ
ントロールするのは、原料を生産する農業者で
す。農業者の視点から全体をコントロールして、
きちんと利益が自分のところに回るように、そし
て誰も損をしないようにという考え方で進めてい
くといいかなと思います。
　もう一点は、海外マーケットを狙うにはどうし
たらいいのかということです。先ほど紹介した紫
サツマイモは、アメリカとヨーロッパに素材とし
て輸出しようという動きを数年前から研究して
やっています（井上・後藤［４］）。素材として
売っていくということは、日本国内にどけだけ外
貨を稼ぐかということなのですが、そういった活
動の中で見えたことの一つが規格認証制度です。
海外でその国に物を入れるためにはこのルールを
クリアしてくださいという認証制度が幾つかあり
ます。一つがGAP認証、それから、食品規制の
対応です。ヨーロッパはノーベルルーズ規制とい
うのがあります。アメリカはグラース規制という
のがあります。これは、新規の食品で、その国に
入れてもいいかどうかという審査ですけれども、

こういったものをクリアすることがポイントで
す。もう一つは、味や品質に関する賞をとってい
くと、それが一つのブランド力になります。モン
ドセレクションなどがよくありますが、何らかの
賞とって、それをエンブレムにして海外に展開を
していくのがポイントかと思います。それから、
これが最近は一番重要だと思っているのですが、
輸出しようと思うのであれば、輸出対象国、自分
が売りたいとする国の消費者の味覚や文化的な背
景あるいは嗜好をきちっと調査をしておかなけれ
ばいけない、そんなふうに考えています。
　３点目は、九州でも問題になっておりますが、
労働力や人材をどう確保していくのかということ
です。やはり、地域の中で、紫サツマイモにして
も黒大豆にしても生産量がふえてきて、それに対
応できる工場をつくっていこうとしますと、工場
の中での労働力の確保がとても難しくなってきて
います。
　その前に原料生産部門の労働力ですね。生産農
家もきちんと労働力が必要ですが、加工工場の労
働力を確保するのが難しくなっています。
　例えば、コンビニエンスストアの弁当工場など
では、そこで働いている方の大半は今ベトナムか
らの方になっています。やはり、日本人でそう
いった工場で働いてくださる方を見つけるのが大
変だと言っています。そういう中で農業者が設立
した工場に労働力を安定的に確保するのはさらに
至難の技ではないかということで、大きな問題に
なってきています。それから、季節的な変動があ
るということです。夏には工場がフル稼働するけ
れども、冬は工場が回らないといった状況がある
中で、労働力の確保はやはり問題になってくるか
と思います。それから、食品加工専門の技術ス
タッフ、企画・営業専門のスタッフなど専門に特
化した人材をどけだけ確保していくかということ
も重要なポイントかと思います。
　以上、３点、論点としてご提示をさせていただ

きました。
　私のコメントは以上です。ありがとうございま
した。
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